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o-スルホフェニルフルオロンとガリウム (III)を用いる医薬品測定法の開発
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【はじめに】医薬品分析は，品質管理や治療薬物モニタリング（TDM）など，様々
な分野で非常に重要である．現在までにも多くの分析法が開発・利用されている
が，医薬品ごとに分析法が相違し，一つの方法で多くの医薬品を測定している例
は少ない．したがって今回，簡便性，感度などの面で優れた特長を有する，三元
錯体生成反応1)｛色素としてo-スルホフェニルフルオロン，金属イオンとしてガリ
ウム(Ⅲ)｝を用いる各種医薬品測定法の開発について検討した．

【実験結果と考察】種々の基礎的定量条件（緩衝液の種類，液性，界面活性剤の
種類と濃度など）の検討の結果，次のような定量操作を設定した．すなわち，10 mL
のメスフラスコに，クロルプロマジンなどの医薬品を含む液を加え，次いで非イ
オン性界面活性剤の 0.3 % Tween80溶液 1.0 mL，1.0×10-3 M ガリウム(Ⅲ)溶液 0.5 
mL，リン酸塩緩衝液(pH 5.5) 2.5 mLおよび 1.0×10-3 M SPF溶液 0.5 mLを加え，水
で全量 10 mLとする．別に医薬品のみを含まず同様に処理して得られた試薬ブラン
ク液と共に室温で 20分静置後，サンプル溶液の 550 nmでの吸光度を，試薬ブラン
ク液を対照に測定し，あらかじめ作成して得た検量線より医薬品濃度を求める．
また，本法を市販製剤中の医薬品分析へ応用し，十分満足な結果を得ることがで
きた．
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